木曜一限適応行動論

                                         担当　かわしー&パ長
はじめに・・・

　一応ノートに書いたこと及びその補足をここに記しますが、基本的に教科書とパワポにほとんど書いてあることなので役に立たないかもしれません。パワポは以下のURLに載ってます。パスワードは1323（半角）です。http://homepage.mac.com/dozix5102/tekiou
　本来のシケ対のパ長は学期後半はしっかり仕事すると意気込んでいるようです。後日加筆・修正を加えるんでそれから印刷したほうがいいです。ごめんなさい。あとパワポは後日アップする予定です
第１講

· 20Ｃの人文社会学
19Ｃ半ばごろに自然科学と人文・社会系の学問がはっきり分離→科学者（scientist）という言葉が誕生

19Ｃ後半～20Ｃにかけての遺伝決定論の支配

20Ｃの「生物学嫌い」蔓延

生物決定論ＶＳ社会適応論

· 人文社会系学問の現在

上記のような歴史的流れを背景として現在の人文社会系の学問の間には、人間を生物として理解することに対する反発が非常に大きい

· 遺伝学の発達

昔からの「氏か育ちか」の議論。つまり、人間の性質やものの考え方の形成に対して、生得的なものと環境的なものとどちらが重要かという、遺伝か環境かの対立

メンデルの法則の再発見→単純な遺伝決定論が流行

優勢主義の興隆→20Ｃには優勢主義は終焉する

☆ 社会ダーウィニズム（19Ｃ～）

　 ダーウィンの進化理論→人間の社会に適用
　 文化には相対的な価値がある（文化相対主義）

· 20Ｃ人文社会系学問

優勢主義に対する嫌悪＝人間の生物学的理解は間違い

経験至上主義＝人は遺伝的・生物的要素ではなく経験で作られる
文化相対主義

· だが、もはやそんな時代ではない

「人間とは何か」という問いに対する答えは人文社会学系だけでは不十分→進化生物学の理論的枠組みで分析

· シリル＝バート事件
一卵性双生児の知能の相関の研究（双子を生後別々に育てる）

研究結果：知能の相関大、知能の多くは遺伝的に決定される→イギリスの教育政策に影響→しかし、データは捏造であった。

· 進化心理学、人間行動生態学

ヒトが普遍的に備えている心理メカニズムを探る

基本的な普遍性が存在する上で、個人がそれぞれ異なることの原因は何か

第２講

· 進化

進化とは・・生物の遺伝形質が時間とともに変化する過程（悪くなることも進化のひとつである。進化＝進歩では決してない）

　　　　・・集団内の遺伝子頻度が時間とともに推移する過程

次世代に誰が子孫をどれだけ残すかで変化する

　 大進化：交配できないほど遺伝的変異が大きくなった進化

　 小進化：交配可能な範囲で生じる進化

· 進化を引き起こすメカニズム

自然淘汰・・適応進化

遺伝的浮動　（適応とは関係のない）偶然による進化・・中立進化

適応・・生物の形態や行動が非常に精巧にデザインされていること

　　　　生存や繁殖の上で有利である形質を備え持つこと

適応的な形質・・それを持つことによって、同種の他個体に対して、生存・繁殖の上で有利さが生じるような形質。
· 自然淘汰（natural selection）

適応進化を説明する最有力な考え方

ダーウィン「種の起源」

自然淘汰の理論

生物には最終的に生き残る個体数よりも多くの子が生まれる

　　生物の個体には、同様であっても様々な変異がみられる

　　変異の中には、生存や繁殖に影響を及ぼすものもある

　　そのような変異の中には親から子へと遺伝するものがある

　　→以上の条件が揃えば、生存・繁殖に有利になっていく

自然淘汰：変異のある遺伝形に淘汰がかかること

· シクリッドの種分化

ヴィクトリア湖は12000年前に完全に干上がったが、その後水位復活→周囲の川から流れ込んだ魚がシクリッド→ヴィクトリア湖のシクリッドは単一種から分化したということ

第３講
· 進化をめぐる誤解その１

Ｆ（false）進化論は目的論である。例えば、キリンは高いところのものを食べるために首が長くなったという考え

Ｔ（true）自然淘汰に目的はない。豚は飛んだほうが有利だが飛べないということ

　適応形質の源泉となる変異は、突然変異や組み換えによってランダムに生じる
　自然淘汰はランダムに生じる変異を材料にして、そのときの状況や環境にたまたま有　　　　　　　　　　

　利なものを拾い出す

　変異は十分に大きく、進化的時間は長く

　ex)ゴリラとチンパンジーの睾丸の構造の違い

· 進化をめぐる誤解その２

Ｆ進化は進歩である

Ｔ進化は価値とは無関係である（必ずしもいい方向に進化するわけではない）

時代が後になるほど複雑な生物が生まれるのは当然であるが、それが高等なわけではない。

進化的に身につけたものを失う「退化」も進化である。

· 進化をめぐる誤解その３

Ｆ人間は進化の頂点に立つ

Ｔ種分化は枝分かれの過程であり、全ての生物は進化の最前線にいる。

はしご型モデルと枝分かれモデル（教科書Ｐ４１）

· 進化をめぐる誤解その４

Ｆ適応は万能である

Ｔ適応は妥協である

　　Ex)鎌形赤血球の遺伝子型の変異・・鎌形赤血球（酸素を送る量が少ない）は黒人に持っている人が多い→しかし、マラリヤ原虫は正常な赤血球をより好む→つまり人間にとって「正常な体」というものはないのである

· 進化をめぐる誤解その５

Ｆ進化論は解釈である

Ｔ進化生物学は実証科学である

Ｆはとんでもない進化論の流行の原因＝生物教育におけるゆがみ

· 「利己的遺伝子（selfish gene）」と「種の保存論」

遺伝子を擬人化してはいけない。「種の保存のため」という説明の誤り

「氏か育ちか？」「遺伝子か環境か？」という設問は誤り→遺伝子は環境の影響を受けながら柔軟に発現している

selfish geneという意味・・遺伝子とは複製する分子である

　　　　　　　　　　　　　複製したものだけが次世代に残る

　　　　　　　　　　　　　複製するには、個体が生存繁殖せねばならない

利己的遺伝子という言い方は厳密には誤り。遺伝子とは複製せねば残らないものだということを表しただけ。遺伝子に意志・目的はない

第４講

· 群淘汰の理論（group selection）
動物の行動による適応上の利益は、その行動をする個体に生じるのではなく、その個体が所属する集団全体に生じる

その結果、集団ごとに集団全体の平均適応度に差ができ、集団の適応度が高い集団が広まる

· 群淘汰が成立しない理由

集団の絶滅が起こって集団淘汰が働くよりも先に、遺伝子淘汰が働く

集団の適応度を上げさせている集団に、個体の遺伝子の適応度をあげさせる突然変異が侵入するのを阻止できない（教科書Ｐ70参照）
集団は複製の単位となれない
· ラングールの子殺し

１雄が複数の雌と暮らす、ハーレム型・一夫多妻

まわりにあぶれた雄がたくさんいる

あぶれた雄がハーレムの雄に挑戦し、ハーレムを乗っ取る

その直後に前の雄の子供のうち、離乳前の子を殺す

子を殺された雌はすぐに発情を再開（授乳のうちは発情が止まっている）

子を殺した雄と交尾し、その雄の子供が生まれる

子が殺されなければ、離乳には１年２ヶ月ほどかかり、その間雌は発情しない（授乳性排卵抑制）

群淘汰の考え・・子殺しをする集団は個体数を調節できる→資源を食いつくさせない、子殺ししない集団→自滅

· ２つの考えの検証

子殺しと個体群密度との関係

子殺しと雄間競争の強度との関係（集団内での雄の比率など）
· 群淘汰の説明の不十分

なぜ個体群調節が乗っ取り直後の子殺しという行動でなされるのか？

他の生物の子殺しにあてはまらない

子殺しをするとハーレムという有限期間を有効に使える

· ゲーム理論による行動の分析（教科書Ｐ179）

最適化されないとき

行動の利益と損失は、同じような利益を得ようとする他者の多さによる（互いを出し抜こうとしているときなど）

個体の持つ条件により変化する

最適解が一義的に決まるとは限らない

　
第５講

· 霊長類の生態・行動とその適応

サル・・熱帯・亜熱帯に多い。森林がベース。樹上生活に適応している

地上生活者はヒトと数種の旧世界サルだけ

拇指たいこう性・・一般に霊長類。手は足ほどには把握力が高くないが物を支えることはできる。把握能力のある手は地上性霊長類で発達

ヒトは、足と手の把握力が他の霊長類と逆転

· 仮説

霊長類の祖先・・大きく接近した両眼を利用して夜間に昆虫を捕食していた

捕食者の眼は顔面前部に接近して並んでいる

· 霊長類の生活史

哺乳類中、もっとも繁殖速度が遅い

子の数より質

成長速度も遅く、繁殖開始年齢も遅い

妊娠期間、出産間隔も長い

繁殖に少しの資源しか投資しない。熱帯林では遅い繁殖のほうが有利
